
試行研修「児童相談所関連トピックス」 

【第１回】 
子どもの 
意見表明 

【 実 施 日 】 7月 29日（金） 
【受講決定者数】 62名 
【受講生の声】 ・弁護士業務で関わってきた子どもの話を具体的にしてくだ

さり、一時保護所で今まで関わってきた子や関わっている

子のその後をイメージすることができました。「上下関係

があると人権侵害が起きる、子どもと大人の対等なパート

ナーシップが大切」との言葉が印象に残っています。自分

と子どもとの関係性を見直す良い機会になりました。 
・人権にまつわる法律、条約、制度についてご講師の皆様の

ご経験談をもとに話してくださり大変わかりやすく身と

なる研修であったと思います。福祉職員としての観点では

ない話は非常に参考となりました。 
・児童福祉司の業務の中で、納得の促しや子どもや保護者の

本音の聞き取りの部分が難しく悩んでいました。また面接

の実際の様子は見えにくい為、面接方法の検討を複数で行

うのもなかなか難しいと感じていました。アドボケイト制

度が子どもの意見表明の保障とともに、子どもの意見をた

くさんの視点で整理でき、ケースワークの円滑化につなが

る取り組みになればと感じました。今回の研修は日々の業

務の見直しにもつながり、とても良かったです。 
・研修中で子どもの声をどれだけ聞けているか改めて考える

場となり、今後の課題も見えてきたこと、子どもに寄り添

っているかも振り返る機会となりました。 
【第２回】 
動機づけ面

接（フォロ

ーアップ） 

【 実 施 日 】 11月 1日（水） 
【受講決定者数】 27名 
【受講生の声】 ・受講前に事前学習動画の提供があり、当日の研修の理解が深

まりました。グループでの演習が多く、さらに先生が面接の

実演をしてくださったので、動機づけ面接の様々なパターン

を理解することができました。 

・昨年研修を受講し、受講後はすごく難しく感じ、スキルとし

ては到底使いこなせそうにないと感じていましたが、今回の

研修を受けて、ロールプレイをたくさん行い、知識として学

んだこととスキルとして実施することが繋がりました。 

・面接技法や対応法はなるほどと思うことばかりで、できるよ

うになりたいという気持ちが高まりました。 



・グループワーク中心で相手の立場や、面談を俯瞰する瞬間も

あり、声掛け次第で相手との関係が変えられるかもしれない

と実感できました。 

・フォローアップ研修だったので前回の振り返りが多く、

知識や技法をさらに深めることができて良かったです。 
【第３回】 
立入調査・

臨検・捜索

訓練 

【 実 施 日 】 2月 2日（木）、9日（木） 
【受講決定者数】 32名 
【受講生の声】 ・根拠法令やポイントの丁寧な説明があり、理解しやすかった

です。訓練の様子を講義の段階で視聴できたことにより、イ

メージを掴むことができました。 

・立入調査、臨検・捜索について実際の手順がよく理解でき、

件数は多くないものの、毎年訓練して備えておく必要性を感

じました。 

・立入調査、臨検捜索など、実践練習ができて貴重な経験とな

りました。いざというときに余裕を持って対応できるように

するために、所内でも練習しておくと良いと思いました。 

・実際の臨検捜索、立入調査における留意点が具体的に理解で

きました。やはり訓練していなければできなかったり、大切

なことを見落としたりするので毎年の研修が大切と思いまし

た。 

・役割分担し、イメージトレーニングをして臨んだ訓練でし

たが、話す内容が抜けてしまうなど、十分機能しなかった

部分があったので、繰り返しの訓練が必要だと感じまし

た。 
【第４回】 
実践報告会 

～切れ目の

ない支援の

実現への取

り 組 み ～ 

 

【 実 施 日 】 3月 9日（木） 
【受講決定者数】 65名 
【受講生の声】 ・各区で組織体制等異なることはあると思いますが、特別区

全体の動きを現場の職員同士で共有し、考えを深めることが

でき、自区でのこれからの取り組みについて改めて検討する

きっかけとなりました。 
・切れ目ない支援の実現に向けた課題やそれに対する解決方

法を知ることができました。 
・先駆的に取り組まれてきた実践の中から、それぞれの区の

現状と課題を端的にまとめてわかりやすくご講義いただき

大変貴重な内容をお聞かせいただくことができました。これ

からの児童相談所設置や子ども家庭支援センターの運営に

活かしていくべき大切な提言をいただくことができ、とても

有意義な研修でした。 


